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1．はじめに

本学では特別支援学校教員養成課程を設置し，視覚

障害者，聴覚障害者，知的障害者，肢体不自由者又は

病弱者（身体虚弱者を含む）に関する教育の 5 領域の

教員免許状を取得できるカリキュラムを整えている。

視覚及び聴覚に関わる感覚系障害の領域の教員養成

は，東北地方の教員養成系大学では本学以外に無く，

養成機関としての重要性は高い。

近年の特別支援学校（視覚障害）に在籍する児童生

徒の数は少なくなり，指導する教員の数も決して多くは

ない。そのため，当該学校に着任した指導経験の不足し

ている教員に対して，視覚障害教育における高度な専門

的な知識や技能を適切に研修指導できる人的資源も少な

くなっている。専門性の高い教育方法等を継承すること

が難しくなっているという課題が解決される必要がある。

視覚障害教育に対する専門性を有する教員が不足し

ている教育現場の状況に適切に応じるためには，視覚

障害領域の専門性を備えた適切な教員を養成する方法

を確立する必要がある。専門的な知識の教授に加えて，

視覚障害を保障する点字の読み書きは修得しなくては

ならない必須技能である。本学の １ 年生の多くは視覚

に困難さを有する人たちと直接的な係わりをもった経

験はないままで特別支援教育関連の講義を受ける。 １

年生を対象にした視覚障害教育の内容に触れる学習で

は，身の回りにある点字表示，例えば，電気製品のス

イッチ（図 1 ）や食品容器（図 2 ）等に付された点字

を紹介する程度の学習にとどまっていた。限られた授

業時間内で視覚障害に関する知識に並行して点字の読

み書き技能等の視覚障害支援技能を指導する方法を適
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用する必要があった。ここでは，点字の読み書き技能

を効果的に修得させる教材を提案する。

2 ．視覚障害児教育の現状と課題

視覚障害児教育では，残されている視覚機能を活用

する弱視の児童生徒のための指導法と，触覚・聴覚等

の他感覚で代行して活用する盲の児童生徒のための指

導法を学ぶ。晴眼者は触覚だけで物体を認識する経験

が乏しいため，知識や経験に基づいただけで理解する

ことは難しい。そのため，触覚だけで物を識別・認識

することの難しさを体験させた後に，具体的な支援方

法について学ぶ手順で指導する必要がある。点字の基

本的な表記方法やその指導方法を習得するには個々の

学生の理解度に応じた細やかな指導が必要であり，多

くの練習時間を要する。 2 年生以上の学生が視覚障害

を学ぶ専門科目では，点字の読み書きに関する知識に

加えて活用するスキルも身に付けなければならない。

そのためには，効果的な練習方法の提供をすることが

不可欠である。

点字を打点する道具として点字用紙 1 枚分の点字を

打つことができる標準点字器［1］はあるが，授業の

受講者全員に対して大学側で用意するには単価が高

い。そのため，安価で学生個人で購入しやすい簡易的

な点字器（図 3 ）［2］を用いて学習をさせる。点字器

は点字盤・点字定規及び点筆の 3 点からなる。しかし，

標準点字器・小型点字器は構造的に点字が凹点（裏側

に凸）として打ち出され，左右が逆転する。点字の凸

部は裏側に突出し，右のマスから左へ打ち進めてい

く。触って読み取る凸面と裏側凸となる凹面では左右

反転する（鏡映関係にある）ために打点する際に左右

の座標変換が必要である。この座標変換が直感的にで

きるようになるためは練習が必要で，初学者にとって

は混乱されやすい。

また，実際的な指導の場では点字を凸点で印字でき

る点字タイプライターを利用して教材を作成できるス

キルまで高める必要がある。速くきれいな凸点を形成

できる点字タイプライターを用いた練習は効果的であ

るが，機材の単価が高いため，70人ほどの受講者を対

象にした一斉授業で練習できる環境を整えることは困

難である。

3 ．遠隔における視覚障害児教育関連科目の授
業の実施

2020年（令和 2 年）度前期は新型コロナウイルス感

染症の感染拡大の防止のため，インターネットを介し

たオンライン授業しか実施できなくなり，大学構内で

の対面指導による実体験型学習が実施できなくなっ

た。視覚を頼らずに触覚等を利用して理解を図る教育

の方法について学ぶためには，学生自身が触覚を利用

した学習の特殊性について実体験をさせながら理解を

深めさせる必要がある。アイマスク等による閉眼状態

で触素材を触って比較することや，その触察の様子を

観察する学習は，グループになった学生が相互に役割

を換えて体験的に活動をするのが一般的である。しか

し，このような体験学習を遠隔授業で実現することは

容易ではなく，代替する学習方法を模索せざるを得な

くなった。触認知特性（Gibson，1962； 小柳，1978）

の理解を深めるために触素材等を直接手で触れて確か

める等を遠隔受講する学生が一人で体験できるよう

に，各受講生の居住地にそれらを発送した。これに

よって，大学内での体験に近い学習環境を提供し，単

身生活する学生が一人で体験ができるようにした。遠

隔授業を開始する時点で居住地情報を申告させたが，

教材を発送することは初めてであり，予期しなかった

様々な問題が生じて全受講生に教材が届くまでに約 2

週間を要した。
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触覚を重視する学習では，触素材に触れる前に視覚

を通して認識する先行経験を生じさせない工夫が必要

である。触察する連続した凸面で表現する特殊立体コ

ピー用紙（カプセルペーパー1）（図 4 ）に描かれた触図

や点字プリンタで打ち出した凸点で描かれた点図（図

5 ）等は，触察前に見えないように手を入れて確認で

きるように，開口部を大きくした封筒に触図を入れる

方法（図 4 ）・二つ折りにする方法（図 5 ）で内部に入

れた触図や点図を目で先行して見えないようにした状

態で触察体験をできるようにした。

4 ．点字習得をさせる遠隔学習の難しさ

点字を学び始める際，その表記方法の学習に先立っ

て指先で点字を読み取る側の感覚特性について理解を

深める必要がある。また，様々な状態の点字に触れて

認識しやすい点字の特徴を把握しておくことが重要で

ある。これらの経験を経ることで，触読しやすい点字

教材を作成するための配慮事項を踏まえた学習を効果

的に展開できると期待できる。

ほとんどの学生は公共施設等に多数の触知案内板が

設置されていることを認知しているが，点字内容を確

認する必要はないので点字に触れた経験のある者はほ

とんどいない。点字用紙に打たれた点字に触れた経験

もないため，通常の点字文の打たれた紙面上に指を載

せて指腹で辿る経験をさせる必要がある。点字の触認

識は難しく， 1 マスの凸点配列パターン等について触

弁別することはほぼできない。凸点が群をなして置か

れていることは分かっても，その凸点の配列情報につ

いて認識することは誰にでもできるわけではなく，触

認識の練習なしで誰もが高い触弁別力を身に付けられ

るわけではない。触認識は容易でなく，生理心理学に

おける 2 点弁別域をはじめとする研究が行われてい

る。中高年になって後天的に失明された方（中途失明

者）の点字習得が非常に難しく，標準の点字の規格

よりも僅かに大きい L サイズ点字も利用されている

（林 , 2003; 澤田 , 2004; 矢部 , 2013）。児童生徒を対象

にした点字指導用の教材は，指先で触れて読みやすい

ものを提供することから始める必要がある。

遠隔授業実践では , 簡易小型点字器（図 3 ）［2］を

用いて学習を進めた。打点側の凹面と読み取り側（裏

側）の凸面で左右反転する座標変換の意味を理解する

のが困難な受講生が各年度の講義に数人はいる。今回

の遠隔授業はオンデマンド方式で実施し，授業動画を

視聴して学習を進めたため，受講生が実際に点字の練

習をしている実際の様子を確認できなかった。そのた

め，学生が打ち出した点字の凸点を目視で確認して想

像された点筆の使い方等について改めて注意する指導

しかできなかった。遠隔オンデマンド方式の学習では，

練習のプロセスを把握して助言しながら指導すること

は非常に難しい。

Web カメラで打ち出した点字列を撮影して写真を

電子メールに添付させて提出させて確認作業をした

が，点字の凸点配列は肉眼でさえ誤認しやすい大きさ

であり，受信側が点字配列を正確に識別しにくい解像

度であったものも多く，指導者による判別は困難を

伴った。そのため，受講生が点字を打ち出した紙を他

の学生に紹介するために郵便でそれらを回収して，教

員が集約した点字の提出物をスキャナーで読み取って

画像で学生と情報共有した。凸点の陰影を強調するな

どの画像処理（図 6 ）を 1 枚ごとに行う作業に多くの

時間を要するため指導側の負担が大きすぎ，実用的な

方法ではなかった。

このような効果的な学習の実現が難しい点字器を

用いた点字の読み書きの練習を補填する学習方法を

1	  紙の内部に発泡剤を含み，紙上に黒色のトナーやマジックで描かれた部分が加熱されるとその部分だけが盛り上がる。
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特別支援学校（視覚障害）の教員養成課程における点字タイピング練習教材の開発と活用
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考案する必要があった。そこで，遠隔地の学生の練

習の成果の確認作業を効率的に進めるために，各学

生の PC に墨点字フォント［3］を従前よりも早い段

階で導入した。このフォントは PC で文章を編集する

Microsoft Word のようなエディタの操作画面で表示

される文字を肉眼で確認できる追加組み込み型点字

フォント（以下，触れて理解する点字に対し，目で見

て理解できる文字を「墨点字」と記す）である。ただ

し，通常の日本語かな表記を単に別のフォントに置き

換えるだけでは点字の表記を学習したことにはなら

ない。例えば，墨字の「が」は 1 つの ASCII コード

で示せるが，点字で表記する場合には，「か」の点字

か の前に前置符号の濁音符 ゛ を置く必要があり，

2 つの ASCII コードを連ねなければならない。濁音
符以外にも，様々な前置符号があり，それを学ぶ必要

がある。この墨点字フォントを利用できるようになれ

ば，そのフォントで作成された文書ファイルを共有す

ることで，点字盤で打ち出された点字を読み取る作業

が容易になる（表 1 ）。

しかし，この墨点字フォントは点字配置を覚えなく

ても入力が可能であるために，墨点字フォントの使用

を早期に導入すると，本来必要である各点字を構成す

る凸点の配置パターンを覚えることがおろそかになり

やすい。従来の対面型指導では，点字入門者に対して

点字盤を用いた裏面への押し下げ方式（図 7 ）で凸点

を打ち出すスキルを身に付けることを求めてきた。し

かし，オンライン授業，特にオンデマンド授業では学

習者の実際の打ち出しの様子を確認しにくく，効果的

な学習ができなかった。そこで，学生が使用できる

ノート型 PC を用いて，点字タイプライターの入力方

法をシミュレートする方法を提案することによって，

点字配置の効果的な学習の実現を図った。

5 ．点字タイピング練習用 Web アプリの検討

点字タイピングで模擬する点字タイプライターには

いくつかの種類があり，世界的に広く利用されている

のは Perkins Brailler（図 8 ）［7］ （以下，パーキンス

ブレーラー）である。その最大の特徴は，キーを押下

すると点字の凸点が用紙の上面に打ち出され，点字盤

のように紙を裏返すことなく触読できる点にある。点

字の基本単位の一字は 6 つ場所に形作られる凸点の組

み合わせである。 3 行× 2 列に配置され，凸点の左の

列を上から①②③，右の列の上から④⑤⑥に割り当て

る入力方式（図 9 ）は「 6 点パーキンスブレーラー

（入力方）式」と呼ばれている（図10）。この他に，点

字器と同様に下に押し当てて点字を打つタイプライ

ター（ライトブレーラー）もあるが，点字の凸面が裏

側になり点字器のように，読み書きの際には左右の座

標反転をさせなければならない。安価ではあるが，現

在の学校現場ではほとんど使われず，パーキンスブ

レーラーが一般的に用いられている。そのため，本学

ではパーキンスブレーラーを用いて指導している。
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のPCに墨点字フォント[3]を従前よりも早い段階で2 

導入した。このフォントはPCで文章を編集する3 

Microsoft Wordのようなエディタの操作画面で表示4 

される文字を肉眼で確認できる追加組み込み型点字5 

フォント（以下，触れて理解する点字に対し，目で6 

見て理解できる文字を「墨点字」と記す）である。7 

ただし，通常の日本語かな表記を単に別のフォント8 

に置き換えるだけでは点字の表記を学習したことに9 
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濁音符以外にも，様々な前置符号があり，それを学14 

ぶ必要がある。この墨点字フォントを利用できるよ15 

うになれば，そのフォントで作成された文書ファイ16 

ルを共有することで，点字盤で打ち出された点字を17 

読み取る作業が容易になる（表1）。 18 
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しかし，この墨点字フォントは点字配置を覚えな22 

くても入力が可能であるために，墨点字フォントの23 
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者に対して点字盤を用いた裏面への押し下げ方式27 

（図7）で凸点を打ち出すスキルを身に付けること28 

を求めてきた。しかし，オンライン授業，特にオン29 
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るが，点字の凸面が裏側になり点字器のように，読51 
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PC 上で利用可能な有料版の点字編集ソフトウエア

[8-12] 等の他，無償版のフリーソフトウエア［13-14］

等を利用する場合，特別な環境設定の作業等が必要

になることも多く，同一仕様の PC であっても，遠隔

作業で多数の学生の PC を設定することは容易ではな

い。PC の設定環境に依存しない Web 教材であれば

導入し易くなる。ライトブレーラー式も選択できる点

字ソフトウエアもあるが，一般的に用いられている

パーキンスブレーラーの 6 点入力方式をイメージして

入力画面を設計した Web 教材を構想した（図11）。

PC のキーボードでは点字の各点を図12のように ６

つのキーに割り当てる。PC 用キーボードの F キー：

①の点，D キー：②の点，S キー：③の点，J キー：

④の点，K キー：⑤の点，L キー：⑥の点に対応付け

られる。このキーポジションによる ６ 点入力方法で点

字編集ソフトウエアを操作する。

パーキンスブレーラー式に割り当てたキーボードの

押下後に画面の下側の枠内に墨字が表示される。墨字

で表記される「が」は点字では「濁か」のように前置

符号として濁音符 ゛ を置き，その後に「か」 か

を連ねる。前置符号の使い方を習得することは，点字

入門者にとって重要であることから，前置符号が入力

されると，該当する符号の表示を反転させるようにし

た。また，点字の凸点番号とその配置についての理解

が不十分な学習者を想定して，キーの押下後に，画面

中央の 1 マス分の点字表示枠内の凸点を反転表示させ

るようにした。

この点字タイピング練習 Web 教材を利用して練習

させた結果，より効率的な学習がなされるようになっ

た。点字器を用いて一文字分を打つ練習をする場合，

凸点の分だけ点筆で打ち出すので最大 6 回の押下操作

が必要になるが，この Web 教材では 6 つのキーを同

時に押せば良い。点筆による打ち出しや白い〇を黒く

塗りつぶさせて墨点字で示させる方法よりも短時間で

処理できる。さらに，点字器のように点字用紙を点字

器から取り外して裏返して反転確認する必要がなく

なった。左右に反転させて考える必要がなく，授業時

間内で練習できる試行数も増加した。特にタイピング

の正誤が瞬時に画面表示されてフィードバックされる

ことによって視覚－運動的な要素を含む課題にテンポ

良く取り組む様子が見られるようになった点も高く評

価できる。指導者としては，大人数の学生の練習結果

の正誤に関する点検を個々にする必要がなくなったこ

とで，支援が必要な学生に対してより細やかな個別的

な対応ができるようになる利点もあった。

最初に開発した図12の Web 教材（1）［初期型］は，

6 点入力のスキルを高めることを主眼に設計したた

め，点字入力の変換された文字の表示機能ものであっ

た。そこで， 6 点入力方式で押下された結果を墨字だ

けでなく墨点字でも表示させるように 2 つの表示窓を

設置した。この改良によって，入力された凸点の集ま

りである点字と変換後の文字表示を比較でき，点字学

習効果が高くなると期待できる。さらにその端にボタ

ンを置いて，墨字と墨点字の表示を随時，［表示］-［非

表示］に切り換えられるように改良した Web 教材
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後に「か」  を連ねる。前置符号の使い方を習27 

 28 

 29 

得することは，点字入門者にとって重要であるこ30 

とから，前置符号が入力されると，該当する符号31 

の表示を反転させるようにした。また，点字の凸32 

点番号とその配置についての理解が不十分な学習33 

者を想定して，キーの押下後に，画面中央の1マ34 

ス分の点字表示枠内の凸点を反転表示させるよう35 

にした。 36 

この点字タイピング練習Web教材を利用して練37 

習させた結果，より効率的な学習がなされるよう38 

になった。点字器を用いて一文字分を打つ練習を39 

する場合，凸点の分だけ点筆で打ち出すので最大40 

６回の押下操作が必要になるが，このWeb教材で41 

は６つのキーを同時に押せば良い。点筆による打42 

ち出しや白い〇を黒く塗りつぶさせて墨点字で示43 

させる方法よりも短時間で処理できる。さらに，44 

点字器のように点字用紙を点字器から取り外して45 

裏返して反転確認する必要がなくなった。左右に46 

反転させて考える必要がなく，授業時間内で練習47 

できる試行数も増加した。特にキーイングの正誤48 

が瞬時に画面表示されてフィードバックされるこ49 

とによって視覚－運動的な要素を含む課題にテン50 

ポ良く取り組む様子が見られるようになった点も51 

高く評価できる。指導者としては，大人数の学生52 

の練習結果の正誤に関する点検を個々にする必要53 

がなくなったことで，支援が必要な学生に対して54 

より細やかな個別的な対応ができるようになる利55 

点もあった。 56 

最初に開発した図12のWeb教材（1）[初期型]は57 

，６点入力のスキルを高めることに主眼に設計した58 

ため，点字入力の変換された文字の表示機能もので59 

図11 ６点入力方式点字タイピング練習Web教材(1)[初期型] 

図12 キーボード（上）とパーキンスブレーラー―（下）の 

凸点番号の割り当て 

図10 パーキンスブレーラーの各キーと点字の凸点の布置関係 
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特別支援学校（視覚障害）の教員養成課程における点字タイピング練習教材の開発と活用
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（2）を図13に示す。この改良によって学習者の目的に

応じて，表示環境を設定させて練習に取り組ませるこ

とが可能になった。

本 Web 教材の開発においては，授業で利用してい

る学生に，装備して欲しい機能や画面のレイアウト等

についての意見を求めながらコンテンツの改善を図っ

た。その過程で誤入力後の削除機能，点字フォントで

の画面表示（墨点字）等のリクエストがあり，順次そ

の改善を図った。タイピングスキルを高めた学生の中

には，長文のタイピング練習を試みた者もおり，点字

の表記の特徴でもある分かち書き等の正誤判断につい

てフィードバックされる機能が欲しいという具体的な

リクエストもあったが，それらの機能はこの学習教材

を用いて指導する内容の範囲を超えていたため対応し

なかった。

６ ．指点字学習装置の開発研究との連繋

本研究の Web 教材の目的は特別支援学校（視覚障

害）の教員免許状を取得させるための基礎的要件とな

る点字の読み書きのスキルを学生に身に付けさせるこ

とである。この点字のタイピングスキルを身につけれ

ば，盲ろう者と指点字を用いたコミュニケーション方

法の取得に展開できる。指点字は盲ろう者の手に重ね

てキーを押下するように触れる通信手法である。点字

を触信号として送り，触れられた触信号のパターンに

よって受信して信号内容を理解する。授業の中でも，

点字学習の延長として指点字の送受信を体験する学習

を組み込めれば，さらに効果的な学習展開が期待でき

る。本学教育実践後に他大学の教員養成課程の対面型

授業において実施した点字の学習指導では，本 Web

教材を用いた練習を経て，指点字によるコミュニケー

ションを疑似体験させた（図14）。PC の画面で点字

を練習することの延長として，そのタイピングそのも

のが指点字というコミュニケーション方法の一つとし

て盲ろう者の支援に有用であることを実感した学生も

少なくなかった。著者らは本研究の Web 教材開発と

並行して指点字学習装置として，小型マイコンボード

micro:bit と 6 点キーボードで近距離通信機能を有す

る指点字学習装置の開発を進めている（水谷・武井 , 

2021）。

７ ．総括

点字の効果的な技能修得を目指して開発した Web

を介して利用できる 6 点入力方式のタイピング練習

教材は，従来の小型点字器を用いる方法よりも効果

的に学習を進めることができた。PC に特別なアプリ

ケーション等を追加導入しなくても，Web ブラウザ

で Web サイトにアクセスできれば，同じ学習環境で

練習できるという簡便性の意義は大きい。大学での教

員養成課程では，取得しようとする教員免許状の種別

にかかわらず特別支援教育に関する授業科目の履修が

必修化されている。特別支援教育を専攻としない学生

についても特別な道具を準備せずに利用できる Web

学習教材は点字の読み書きを実体験できる効果的な学

習法として組み込むことができる。

しかし，さらに点字に関する発展的な学習を進め

るには，現在の環境で十分であるとは言えない。学
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図13 ６点入力方式点字タイピング練習用 Web 教材 (2)[ 改良型 ]

５ページの左側，下から５，６⾏⽬内に墨点字フォントで点字が表⽰されています。 

提出原稿（ＰＤＦ）で⼀度照合していただけますでしょうか。校正者側に墨点字フォント
（http://www.lighthouse.or.jp/tecti/tecti/br-font.html）の導⼊を必要とするようです。 

 

P.6 図 14 の写真の差替えをお願いします。写真は下記のものになります。上のトリミング
したものを使っていただければと思います（下はトリミング前のものです。念のため添付し
ます） 

 

 

 
 
 

図14 指点字コミュニケーションの疑似体験の様子
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習履歴を保存し，分かち書きの正誤判定などの機能

をもたせるためには，データベースサーバーの設置と

プログラム開発等が必要となる。本研究の発端は新型

コロナウイルス感染症の感染拡大による対面授業が困

難になったことが契機であったが，平時の対面型授業

においても短時間で効率的な学習を進めることを可能

にする学習方法でもある。対面型学習でもこのような

Web 教材を適切に併用すれば，より効果的な学習を

進めることが期待できる。

付記

本研究では，武井が授業の設計とその実践を担当し

た。実践結果の考察と学習コンテンツに関する提案に

ついては著者全員で担当した。Web 教材のプログラ

ム開発については Project iDEEILE の柳原太郎氏に

よる全面的な支援を受けた。記して感謝申し上げる。

なお，本論文に関して開示すべき利益相反関連事項

はない。
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Web Application of Braille Typing Exercise in Special Needs Education 
Teacher Training for Blind

TAKEI Masumi, MIZUTANI Yoshinari and DOI Kouki

Abstract

In a Special Needs Education (especially for visually impaired) Teacher Program Course of university, the 

students need to learn Braille. At that time, we set three goals to get some abilities: (1) writing Braille with 

standard slate, (2) understanding of Braille notation rules, and (3) reading Braille rapidly. And, it is necessary 

to prompt with useful material. Furthermore, in a school for the blind, it is highly necessary to use a Perkins 

Brailler to prepare teaching materials that include Braille sentences, so it is necessary to acquire Braille typing 

skills. Therefore, we developed a 6-key typing practice material that imitated a Perkins Brailler as a Web 

material and used it for learning. With this learning method, we were able to improve our basic skills in a shorter 

period of time than the conventional method of writing Braille or writing Braille with slate.

Key words： �special needs education for visually impaired, Braille, Perkins Brailler, 
learning application on Web
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